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１．技術導入、自主技術開発強化

• 自主技術開発に先立つ実利用のための技術導入

• ひまわり（GMS）の技術導入による開発

• もも（MOS)の開発（1987年、1990年打上げ）

MOSデータは8万円位

２．データ利用研究の推進

• 地球観測センター（EOC）設立（1978年）

• 米国LANDSAT、仏国SPOT受信

• LANDSAT-5データが30万円程度。観測要求料金が＋10万円くらい。分解能３０ｍ！

LANDSAT-2©NASA Landsat Science地球観測センター©JAXA SPOT-1© ESA Earth Online 2000 - 2019

１９７０～１９８０年代（技術導入、自主技術開発強化）

MOS-1©JAXAGMS-1©JAXA
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１９９０年代（自主技術開発確立？、地球科学研究の推進）

１．自主技術開発確立？

• ふよう1号（JERS-1）1992年打上げ、データ15万円

• 極軌道プラットフォーム衛星 みどり（ADEOS）1996年打上げ

• TRMMへ降雨レーダ（PR）搭載 1997年打上げ、データ2千円

２．地球科学研究の推進

• 地球観測研究センター（EORC）設立（1995年）

• 地球フロンティア研究システム発足（1997年）

• 地球シミュレータ研究計画開始（1997年）

JERS-1©JAXA

TRMM©JAXA

ADEOS©JAXA

みどり（ADEOS）1997年運用停止！
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２０００年代（自主技術開発確立、開発方針変更）
１．開発方針変更と利用目的の明確化

• みどり（ADEOS）に続き、みどりII（ADEOS－II：2002年打上げ）の失敗！

• 単一ミッションへの移行：地球環境変動観測ミッション（GCOM）の立案

• ミッションの実利用実証に重点化、技術の成熟化と低コスト化、新規開発技術

採用を必要最低限、単一故障点の削減等

２．行政利用の推進

• だいち（ALOS）2006年打上げ、データ5万円
– 地図作成、地域観測（農業、林業、海洋監視等）、災害対応

• いぶき（GOSAT)2009年打上げ
– 温室効果ガス観測

３．衛星データ無償化へ

• 欧米における政府衛星データ無償化（欧米では高分解能衛星は民間企業が保有）

• 日本もALOSシリーズ以外は無償化へ

• 2004年時点では、
– MOS MESSR：2,400円、JERS-1 SAR：2,600円、LANDSAT-7：84,000円、TRMM PR：2,100円

AQUA/AMSR-E©JAXA

ADEOS-II©JAXA

ALOS©JAXA

GOSAT©JAXA
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１９９０～２０００年代（そのころ海外では）
１．米国

• 極軌道プラットフォームTERRA（1999年）、AQUA（2002年）は成功
– ダイレクトブロードキャスティングでMODISが広域光学衛星データのスタンダードに

• その成果は、DODとNOAAの周回気象衛星を統合、強化するNPOESS (National Polar-orbiting 

Operational Environmental Satellite System)へ
– 1995年から始まるも、資金超過と計画遅延により2010年にキャンセルされた。

• NASAは地球科学ミッションに特化した衛星計画を推進

• LANDSAT衛星データ販売をしていたEOSAT社がSpace Imaging社に吸収（1995年）
– IKONOS衛星の打ち上げによる民間企業の衛星保有が始まる（1999年）

• LANDSAT衛星データは2008年以降無償に

２．欧州

• 極軌道プラットフォームENVISAT（2002年）は成功

• 1998年に、ECが環境と安全保障政策に関連するアジェンダを推進するため、Copernicus
計画（旧GMES：Global Monitoring for Environment and Security)を推進

• ESAは地球科学研究を維持しつつ、 Copernicus計画の宇宙セグメントを担当
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NASAは地球科学ミッションに特化した衛星計画を推進

Earth sensing satellites©NASA 7



ESAは地球科学と運用ミッションを両立

Satellites
25 under development

15 in operation 

ESA-Developed Earth Observation Missions

ESA UNCLASSIFIED – For Official Use 
＠European Space Agency

8CC BY-SA 3.0 IGO©ESA



２０１０年代（安心安全な社会への貢献）
１．新たな宇宙開発利用推進体制

• 2008年に宇宙基本法成立
– 宇宙開発戦略本部、内閣府宇宙戦略室、宇宙政策委員会で日本の宇宙開発利用を推進する
体制

• 2012年からは内閣府と経産省が主務官庁に加わり、JAXAは技術で支える中
核的実施機関へ

– 安全保障、産業振興、研究開発の３本柱を推進

２．地球観測衛星計画がピークを迎える
• しずく（GCOM-W)2012年打上げ、GPM/DPR2014年打上げ、
だいち２（ALOS2)2014年打上げ、しきさい（GCOM-C）2017年打上げ、
いぶき２（GOSAT2)2018年打上げ、すべて成功！！

３．衛星計画が成熟する中、利用省庁・機関も資金分担する構図を模索

• GOSAT2は環境省とJAXAが資金分担

• 利用省庁などからデータ配付実費を徴収中

• ALOSシリーズはデータ配布企業から販売（ALOS2国内8万円）、（その他の
衛星データは実質オープン＆フリー）

GCOM-W©JAXA

GPM/DPR©JAXA

ALOS2©JAXA

GCOM-C©JAXA

GOSAT2©JAXA
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１．衛星計画の継続

• 先進光学衛星及び後継機（ALOS3,5,・・）

• 先進レーダ衛星及び後継機（ALOS4,6,・・）

• 温室効果ガス・水循環観測衛星（GOSAT-GW,・・ )

２．新事業・新サービスの創出

• 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境の整備（Tellus）

• 宇宙データ利用モデルの創出

• 宇宙ビジネスの発掘及びスタートアップ支援(S-BOOSTER等）

３．その他のリモートセンシング及びセンサ等技術の高度化

• EarthCARE/CPR 2022年度打上げ予定

• ライダ観測技術、テラヘルツセンシング技術 （静止地球観測衛星）

• 小型化、低消費電力化等

２０２０年代（社会インフラとして定着）

ALOS3©JAXA

ALOS4©JAXA

EarthCARE/CPR©JAXA

宇宙基本計画工程表等より作成
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ALOS3地上システム開発、運用、
データ配布は民間事業者が実施



アメリカ 欧州 中国

定期的に、広範囲を観測し、無料で公開している

© AWS COG-Explorer © Copernicus Global Land Service 11

政府衛星データの民間への無償公開も各国で始まっている
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Tellusプラットフォームを構成する6要素
各種データやツール、データ分析環境からマーケットまで一気通貫に提供するプラットフォームを構築・運用します。
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ワイキキの29枚のシーンから作ったアニメーションSource : JAXA｜宇宙航空研究開発機構

Tellus上のSLATSデータ

14



15(C)sorabatake



超低軌道を観測に使うなら！

このあたり
16(C)sorabatake
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Credit : China Aerospace BlogSource : https://china-aerospace.blog/2019/09/22/thoughts-on-the-hype-about-chinas-newspace-launcher-startups-part-2/

超低軌道でのコンステレーション？
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Space Enabled Effects for Military Engagements (SeeMe)

NovaWurks社のHPより
http://www.novawurks.com/applications/darpa-seeme-program/

オンデマンドで、特定の海外の場所
のタイムリーな画像を衛星から直接
受信するシステム
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http://www.novawurks.com/applications/darpa-seeme-program/


Planet社HPより https://www.planet.com/products/planet-imagery/

Planet社のコンステレーション
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軌道を下げて
50cmに！
2020年前半に
は20㎝に！

2020年初頭に
は５もしくは
８バンドに！

https://www.planet.com/products/planet-imagery/


ダウンストリームから考えると。。。

駐車台数の検出

建物のフットプリントを抽出
© Ecopia Tech

© Digital Globe, Orbital Insight
樹種の判別 © Rezatec
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© SPACEKNOW太陽電池パネルを抽出



衛星データ利用アイデア100本ノック！
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2020年の抱負を叫ぶため、衛星データでやまびこが
できるポイントを探す！(前編) 2020/01/23
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